
















震 （ 2004 年 10 月 23 日発生）、中越沖地震 （ 2007 年 7
月 16 日発生）に見舞われたことから、慎重に慎重を重ねた
計画を提示するものです。
このような状況とは別に、研究が終了（2007 年 3 月 31 日）























































































































































































基本パネルは、１枚あたり 200kg 〜 300kg と思われる。トラッククレー
ンでの吊り上げは可能だが、アームの長さが足りない車種がある。一般的
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7-4　成果の活用
上記の「戸建て住宅」と「低層集合住宅」を、複合的に配置
した集落形成のヴィジョンを持っている。具体的にその設計は
本研究外の作業であったが、以下の２種に応用したイメージを
最後に提示したい。
・都市型タウンプランニング（見附市市野坪町）
・中山間地集落（山古志東竹沢地区）
論点は、格安の建設コストで、美しき集合居住環境のモデル
を描くことができるかどうか、ということである。
木製ボックス部材による薄肉ラーメン構造の耐雪住宅開発　87
都市型タウンプランニングのイメージ（見附市市野坪町）
中山間地集落のイメージ（山古志東竹沢地区）
都市型タウンプランニングのイメージ（見附市市野坪町）
2007 年後半に見附市より市野坪町のタウンプランニングの依頼があっ
た。イメージは、ロットの割り付けをしたあとで、参考のために本研究の
プロトタイプ住宅を配置したものである。キュービックな住宅群は、格安
価格での販売を想定したものであるが、緑道・緑地を設けることによって、
シンプルで清潔感あふれるモダンリビングの街並ができると考えた。
中山間地集落のイメージ（山古志東竹沢地区）
2006 年度卒業の小畑智之の卒業研究「何年も先、山古志であるために：
東竹沢地区における木籠集落の再生」において、そのプロトタイプ住宅に
進行中だった本研究を反映させた。キューブを連結し雁行させて、屋根勾
配をつけることで、集落の雰囲気を向上させた。
